
日
本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
の
数
は

２
０
２
４
年
１
０
月
末
時
点
で
約
２
３
０

万
人
を
突
破
し
、
過
去
最
多
を
更
新
し
ま

し
た
。
製
造
業
や
農
業
、
介
護
分
野
を
中

心
に
外
国
人
材
の
依
存
度
は
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
の
は
主
に
大
都
市
圏
で
あ
り
、
地

方
で
は
深
刻
な
人
材
流
出
が
進
行
し
て
い

ま
す
。

青
森
県
や
島
根
県
な
ど
８
つ
の
県
で
は
、

技
能
実
習
を
終
了
し
た
外
国
人
材
の
約
半

数
が
大
都
市
圏
へ
転
居
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
技
能
実
習
期
間
中
は
原
則
と

し
て
職
場
の
変
更
が
で
き
な
い
も
の
の
、

実
習
終
了
後
に
特
定
技
能
へ
移
行
す
る
と

転
職
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
賃
金
の
高
い

都
市
部
へ
の
移
動
が
一
気
に
加
速
し
ま
す
。

地
方
に
と
っ
て
は
、
数
年
か
け
て
育
成
し

た
人
材
が
流
出
す
る
と
い
う
深
刻
な
問
題

で
す
。

地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
流
出
を
促
す

最
大
の
要
因
は
賃
金
格
差
で
す
。
２
０
２

５
年
度
の
最
低
賃
金
を
見
る
と
、
東
京
都

の
１
，
２
２
６
円
に
対
し
て
、
青
森
県
は

１
，
０
２
９
円
、
秋
田
県
は
１
，
０
３
１

円
と
、
時
給
で
約
２
０
０
円
の
差
が
あ
り

ま
す
。
月
額
に
換
算
す
る
と
数
万
円
の
差

と
な
り
、
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
無
視

で
き
な
い
金
額
で
す
。

技
能
実
習
生
の
平
均
月
額
賃
金
は
約
１

７
万
７
，
８
０
０
円
と
さ
れ
、
在
留
資
格

別
で
は
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
実

習
期
間
中
に
十
分
な
貯
蓄
が
出
来
な
か
っ

た
場
合
、
よ
り
高
い
賃
金
を
求
め
て
都
市

部
へ
の
移
動
を
選
択
す
る
の
は
経
済
的
に

合
理
的
な
判
断
と
い
え
ま
す
。
加
え
て
、

都
市
部
で
は
同
胞
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大

き
く
生
活
情
報
や
求
人
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
て
迅
速
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
も
、
移

動
を
後
押
し
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

育
成
就
労
制
度
で
は
、
地
方
か
ら
の
過

度
な
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
仕
組
み
と

し
て
「
指
定
地
域
」
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
一
定
の
抑
止
力
と
な
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
「
流
れ
」
そ
の
も
の
を
止
め
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

茨
城
県
は
外
国
人
労
働
者
数
で
、
全
国

１
０
位
に
入
る
規
模
を
持
ち
な
が
ら
、
大

都
市
圏
へ
の
流
出
率
が
比
較
的
低
い
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
面
で
は

農
業
や
製
造
業
で
の
外
国
人
材
の
需
要
が

恒
常
的
に
存
在
し
、
安
定
し
た
雇
用
先
が

豊
富
で
す
。
行
政
面
で
も
「
外
国
人
材
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
各
種
サ
ポ
ー

ト
を
一
元
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
は
本
年
度
か
ら
、
在
留
外
国

人
に
地
域
社
会
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
も

ら
う
自
治
体
の
取
り
組
み
に
対
し
、
支
援

を
始
め
た
。
ご
み
の
分
別
な
ど
の
生
活
ル
ー

ル
や
、
ル
ー
ル
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
日
本

語
を
指
導
す
る
際
の
経
費
の
一
部
を
、
国

が
特
別
交
付
金
で
負
担
す
る
。
高
市
政
権

が
掲
げ
る
「
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生

社
会
」
の
推
進
が
狙
い
だ
。

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ
の
武
部
勤
会
長
ら
が
呼

び
か
け
人
と
な
り
、
外
国
人
受
け
入
れ
の

基
本
法
制
定
を
目
指
す
国
民
運
動
を
始
め

る
と
し
て
、
政
治
家
や
経
済
人
ら
が
４
月

２
１
日
、
東
京
都
内
で
発
足
会
合
を
開
き
、

約
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

高
市
政
権
が
掲
げ
る
「
外
国
人
と
の
秩

序
あ
る
共
生
社
会
」
実
現
の
た
め
に
は
外

国
人
政
策
の
理
念
や
責
務
、
施
策
を
体
系

化
し
、
省
庁
横
断
で
実
行
す
る
た
め
の
法

的
基
盤
が
必
要
だ
と
説
明
し
た
。

運
動
の
名
称
は
『
「
外
国
人
と
の
秩
序

あ
る
共
生
社
会
を
実
現
す
る
基
本
法
」
制

定
国
民
運
動
』
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ
の
武
部
勤

会
長
ら
政
治
家
や
財
界
人
、
ス
ポ
ー
ツ
、

学
術
、
芸
能
な
ど
各
界
の
著
名
人
ら
１
５

名
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
会
合
で
は
趣
意
書
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
る
べ
き
外
国
人
像
と

し
て
「
日
本
の
国
柄
や
伝
統
・
文
化
に
理

解
が
あ
り
、
日
本
で
学
び
た
い
と
願
う
幅

広
い
外
国
人
を
単
純
労
働
力
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
の
生
活
者
と
し
て
迎
え
入
れ

る
」
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
「
基
本
法
に
よ
り
、
国
家
と

し
て
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、
国
・
自
治

体
・
国
民
・
外
国
人
材
が
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
築
く

こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と
う
た
わ
れ
た
。

武
部
勤
会
長
は
「
こ
の
運
動
を
全
国
津
々

浦
々
に
広
げ
、
国
民
一
人
一
人
の
声
を
集

約
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

【
発
足
会
議
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
呼
び

か
け
人
】

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
ｉ

武
部
勤
会
長

未
来
を
創
る
財
団

国
松
孝
次
会
長

日
本
商
工
会
議
所

三
村
明
夫
名
誉
会
頭

海
外
日
系
人
協
会

田
中
克
之
理
事
長

国
際
教
養
大
学

モ
ン
テ
カ
セ
ム
理
事
長

日
本
体
育
大
学

松
浪
健
四
郎
理
事
長

ゼ
ン
シ
ョ
ー
Ｈ
Ｄ

小
川
洋
平
社
長
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東
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地
方
で
は
深
刻
な
人
材
流
出
が
進
行

基
本
法
制
定
を
目
指
し
国
民
運
動

茨
城
県
の
取
り
組
み

総
務
省
が
支
援
へ


